
１ 戸籍に記録されている文字の概況 

戸籍に記録できる文字（正字等及び俗字）【Ｄ社字形】 
 

戸籍に記録できる文字（正字等及び俗字）【Ａ社字形】 

地
名
誤
字
（本
籍
） 

現に電算化戸籍に記録されている文字 改製不適合戸籍 

対応する正字で電
算化戸籍に記録済 

対応する正字を特
定できない文字 

 

対応する正字を特
定できる文字 

正
字
等 

俗
字 

子
の
名
に 

使
え
る
文
字 

システム開発事業者により，同一字体のデザインが異なる。 
 
文字をコンピュータ上で扱う上では，異なる作成者における
フォントで一定の字形として表現せざるを得ないために発生。 

誤字 

平成２年１０月２０日民二第５２００号通達等（誤字の解消） 
平成１６年１０月１４日民一第２８４２号通達等（誤字俗字・正字一覧表） 

戸規第６０条
関係 

対応する正字等が特
定できないため，誤字
のまま記載せざるを
得ない文字 

対応する正字等に置
き換えることが拒否さ
れた文字 

対応する正字等に 

戸
籍
に
記
録
さ
れ
る
文
字
の
状
況 

文
字
関
連
の
制
度 

問
題
点 

平成６年１１月１６
日民二第７０００
号民事局長通達 

【補足資料７】 戸籍に記録されている文字に係る制度上の課題について（研究会資料１６－２） 
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戸籍に記載さ
れている文字 

包摂される 

包摂されない 

戸籍事項証明書に
表示されるデザイン
差を許容するか 

正字 

デザイン差を許容しない国民に対し，
制度上の手当を準備するか。 

オンライン上使用すること
ができるようにするため，
戸籍統一文字へ追加する 

戸籍統一文字への追加
手続として，第三者機関
での審議を要するか。 

※包摂：２つ以上の文字について，デザインの上で微細な相違が認められるとしても，字体の違いはなく，互いに区別しない同じ文字と解釈すること。 

誤字 

対応する正字を認定し
た上で，引き直す 

根拠を示すことが
できない文字 

正字と整理する 

誤字と整理する 
根拠を示すことができ
ない文字を使用してい

る国民への説明 

正字等に引き直すことを強制すること
ができるのか。 

戸籍統一文字に追加する 

戸籍統一文字に
追加しない 

電算化しないことをなお許容するのか。 

戸籍統一文字に追
加されていない 

根拠を示すことができない文字について 
対応する正字をどのように認定するのか。 

俗字 

既に戸籍統一文字
に追加されている 

２ 新たな戸籍システムに記録される文字の統一に係る問題点について 

なお，正字に引き
直さない 
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【参考１】 戸籍に記録することができる文字の判断方法 

○文字の包摂基準とは 
 包摂基準とは，ある文字の複数の字形が，相互に区別されずにひとつの字種あるいは字体に対応することの規則をいう。二つ以上の文字に
ついて，デザインの上で微細な相違が認められていても，それは字体の違いではなく，互いに区別しない同じ文字と解釈することを「包摂する」と
いい，「包摂する」パターンを集積したものが「文字包摂基準」となる。 

○文字集合と文字の包摂基準との関係 
 戸籍に記録する文字は，包摂基準例を用いて，戸籍に記録できる文字集合と比較し，判断する。このよ
うに比較対象となる文字集合の字形と包摂基準に照らし，包摂されるか判定することを文字の同定という。
同定の実施例を示す。 

包摂基準の例 
矢印部分の大きさや位置が
異なるが同じ文字とみなす 

 
戸籍に記録 

できる文字集合 

同定 

包摂基準 

比較 包
摂
さ
れ
な
い
 

包
摂
さ
れ
る
 

「口」の大きさ
の違いは，同
じ文字と判断 

戸籍に記録 
される文字 

デザイン上の差異はあるが，包摂可能な
差異のことを，デザイン差という。 

文字集合への追加，
訂正等の対応の検討 

「筆押さえ」等
の有無は，同
じ文字と判断 
 

交わる位置が異
なる場合の別の
文字と判断 

基準となる文字集合 
 

同定の対象 
となる文字 

画数が異なる
場合の別の
文字と判断 

－3－



【参考２】 戸籍に記録可能な文字の種類 

文字の種類 概要 
戸籍への 
記録可否 

字例 

正字等 

漢字字典に正字として掲載されている文字 
 常用漢字表の通用字体 
 規則別表二の１及び別表第二の２ 
 平成２年１０月２０日民二第５２００号通達別表 
 上記以外の漢字字典に正字として掲載されてい

る文字 

○  

俗字 

本来の字形が長期の使用の間に省略され，また，
崩れた語りで流布し定着した文字 
 漢字字典に俗字として掲載されている文字 
 「  」「  」「  」「  」を構成部分にもつ正字の当

該部分がそれぞれ，「  」「  」「  」「  」と記載さ
れている文字 

○  

誤字 

根拠を示すこと
ができる文字

（誤字） 

文字の骨組みに誤りがあり，公的な字形と認めら
れない文字 
 漢字字典に，誤字，譌字，略字と記載されてい

る文字 
 「誤字俗字・正字一覧表」の下段にある無印の

文字 

×  

根拠を示すこと
ができない文字 

正字及び俗字以外の文字であるため，誤字に相当
するが，文字の根拠を示すことができない文字 
 漢字字典に掲載されていない文字 

対応する正字を
特定できない 

 

正字等あるいは俗字でもな
い文字について，いずれの
漢字字典にも該当する字形
が掲載されていない場合に
は，文字の根拠を示すこと
が難しいため，そのままの
字形で戸籍に記録されてい
る。 

誤字について， 申出の有無
に関わらず，対応する正字等
で戸籍に記録する。 

俗字について，申出があった
場合，対応する正字等で戸
籍に記録する。 
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